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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
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今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　 この教会に導かれて過ごすようになり、丁度２年が
過ぎました。導かれた頃、私は自分を責める思いと、自
分が人に関わる事で相手が悪くなってしまうという恐れ
に苦しんでいました。もう教会の人間関係に深入りしな
いようにしよう、幸いこの教会は若い人も多いし、活気
もあって、自分の出る幕はなさそうだから、そっと過ご
そう。そんな思いがありました。でも、礼拝の中や、祈
る中でそんな考えは的外れだと示されるし、悩んで立ち
止まっている暇もない程に次から次に行事が続き、役割
が与えられ、色々な活動に加わる中で、教会の家族の励
ましや温かさ、元気さに触れて、段々と心が癒されてき
ました。聖書の教えを聞く事では開かれなかった自分の
心が少しずつ柔らかくなって、自分はこんなタイプだか
らとあきらめていた事もチャレンジを受ける事で、神様
に求められるようになってきました。心が固いと、話も
堅苦しくなり、相手の心にも届かないし、心の関係も作
れず、神様の愛も流れないです。私の人生、失敗だらけ
ですが、同じ失敗を繰り返さない為にも、自分には無理
だと思う時こそ、チャンスだと思って、自分の弱さを正
直に認め、神様に求める決断をしていきたいです。
「全ての事はあなた方の為であり、それは、恵みがます
ます多くの人々に及んで、感謝が満ち溢れ、神の栄光が
現れるようになる為です。（Ⅱコリント 4：15）」

 詩 81～ 87　　　水84金86

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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（８月２０日）
（要約者：全本　みどり）
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誕生者のお祝い

コリアンパーティー
1８時頃～

農業体験③
ひえとり体験
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今回も通読箇所の概要を説明いたします。81 篇
は 9 月あるいは 10 月に行われる新年の祭と仮庵
の祭に関連すると考えられています。82 篇は、
地上で不正を行っている権威者、指導者たちに対
して、真の裁判官であられる神がさばきを行うと
いう内容である。83 篇は歴史的な背景はウジヤ
王の時代と考えられています。周囲を敵の同盟軍
に囲まれた状況を詩的に表現し、神の民の危急に
際して神が速やかに助けて下さるように懇願して
います。84 篇は神殿における礼拝の喜びの歌で
あり、神殿に対する熱狂的な思いがあふれている
詩篇です。85 篇の状況はバビロン捕囚帰還後間
もない頃と考えられています。帰還の喜び（126
篇）と共に、荒廃した故国の中で、少数の帰還者
たちは国民生活の復興を願っている詩篇です。
86 篇は「ダビデ」の詩篇です。詩人が自分を「あ
なたのしもべ」と呼んでいることからも、神に対
する信頼と服従の気持を強く持っていることを示
しています。87 篇は、シオンが神の都として世
界の首都となるという思想を強調するシオン賛歌
です。
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8 月の誕生者
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ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。
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　　　神様の価値観と私達の価値観
　
　神様の価値観と私達の価値観は違います。これが
わかっていなければ大問題が起こります。ところが、
当時のパリサイ人は自分の価値観を神様の価値観で
あるとしました。これはパリサイ人だけではなく、
私達にも言えることです。夫婦や家族、職場での人
間関係の中で「あなたの考えは間違っていて、私の
考えが合っている。」という思いが湧かないでしょう
か？私達はどこかで「自分が正しい」と思っています。
これが聖書の中で絶えず問題を起こしているのです。
神様の価値観と人の価値観の違いです。ですから、
神様の価値観ではない「人につく」という価値観が
起こってきます。「私はあの人の考え方の方が好き
だ。」「私はあの人についていく。」というものです。
聖書と世の中の教典の違いは何でしょうか。聖書は
単純に歴史を書いています。初めから終わりまで、
書いてあったことや、人々が見たことや感じたこと
や思ったことがそのまま書かれています。この世界
が創造されイエス・キリストが生まれ、十字架にか
かり、復活して天に帰り、天に帰った後どうなった
かの人々の感じ方がまたこの聖書の中に書いている
わけです。ところが、その感じ方の中で正しいこと
とそうでないことが一貫して貫かれているわけです。
聖書以外の教えはすべて教典と呼ばれるもので、誰
かが「こう言った」というものなのです。これは知
識であって、その知識に基づく知恵なのです。けれど、
聖書はそうではありません。歴史なのです。聖書の
時代も派閥が起こりました。コリントの教会もバラ
バラになりました。これは今の時代も続いています。
「私達の教団はこうだ」「この聖書の教えが正しいん
だ。」と「教え」に向いています。しかし、聖書は教
えを伝えているのではありません。イエス・キリス
トの生き様を伝えているのです。教えと生き様は違
います。私達がどう生きていこうとするかが聖書の
中に書かれているわけです。しかし、人々はどう生
きていくかを見るのではなく教えに目を向けていっ
たのです。
　　　あなたは神様が必要。神様もあなたが
　　　必要　Ⅱコリント９：６－１５
　
　神様は私達を共依存関係で終わらせようとはしま
せんでした。神様は、神様が私達を必要としておられ、
私達も神様を必要とする関係（リレーション）を人
に与えようとしました。ところが世の教えや宗教は
絶えず一方通行です。だから大問題が起こるわけで
す。
　　　死を意識することは…
　
　あるホスピスのお医者さんがクリスチャンの患者
さんが最後の１ケ月を本当に感謝して精いっぱい生
きようとする姿を見たそうです。人生全体が感謝に
向かいたいと願うので最期の１ケ月が感謝で終わる
のです。日野原先生もその生涯を閉じようとする時
に皆に「ありがとう。」と伝えたそうです。本当に生
きようとする人は死に向き合います。私達は必ず死
を迎えます。ですから、死ぬということを意識して
生きる人とそうでない人とでは全く違う人生になり
ます。死ぬということを意識するということは生き
るということを意識しますから、自分が自分であろ
うとします。ところが意識しない人は誰かに依存し
ようとします。「考える」ということのない生き方と
なり、不安定です。私達の人生が支えられている状
態だと種を蒔くことはできません。種が蒔けないと

いうことは収穫がないということです。　　　①主
　　　①支えると寄り添うは違う
　　　～与えると受けると成長～
　
　寄り添うこととはその人が自分で立って歩いてい
けるように助けることです。イスラエルの人々はタ
ルムートというものを作り、神様は出エジプトの時
から絶えず何をして下さったのかということを忘れ
ないようにしました。その祭りの一つが仮庵の祭り
です。この祭りの最後の夜、年老いたパリサイ人は
自分の罪は赦されたといって神殿で踊ります。年に
１回のこの時だけは普段は入れない女性・子どもも
入ることができました。パリサイ人はイエス様を十
字架にかけるチャンスを狙っていましたが祭りの最
中にはできないので、踊りながら娼婦を探し、夜が
明けてからイエス様を罠にかけるタイミングを狙っ
ていました。そして見つけた女性をイエス様の前に
引きずり出し、律法をもって石打ちにしろと突きつ
けました。ここでもしイエエス様が「石打ちをして
はならない。」と答えたら律法を破ったとして捕らえ
ることができると考えたのです。けれど、さっきま
で「罪が赦された」と踊っていた当のパリサイ人に
対して「この中で罪のない者が石を投げなさい。」と
イエス様はおっしゃいました。パリサイ人はその場
から立ち去らざるを得ませんでした。イエス様は娼
婦だけでなく、パリサイ人に対してもその罪を示さ
れたのです。神様の緻密な計画です。
また、イエス様はシロアムの池で盲人を癒されまし
た。当時、盲人や腫れ物があったり病をおびている
人々は汚れているとされ神殿に入ることができませ
んでした。仮庵の祭りではシロアムの池から水を汲
んで神殿に植えてある柳の木にかけます。神様から
離れると人は枯れるということが水が与えらると柳
が生きるということで表されていました。盲人にとっ
ては祭りに入れない自分は人間としての価値がない
と感じる時であり、とても苦しくて悲しい時です。
イエス様はこの盲人の人間として排除された人生を
直そうとしました。だから、すぐに癒すことはなさ
らず、地面に唾をして、その土を盲人の目に塗り、
わざわざシロアムの池に足を運べるようにされたの
です。神様の奇跡には必ず目的があります。

　　　② 高慢に注意！！
　　　～赦しを受けられない罪！！～
　　
　パリサイ人は高慢という罪から抜け出せませんで
した。聖書の中には赦しを受けることができない罪
は高慢であると書いています。高慢なままでは悔い
改めが起こらないからです。この高ぶりの証拠は「私
が正しい」という価値観です。
　　　　③ 人生にイエスという！人生がイエス
　　　　と言う！～人生に柔和！人間的作戦は
　　　　駄目である！～
　
　パリサイ人は自分に都合の悪いものは排除する生
き方でした。イエス様の存在は都合が悪かったので
す。私達は排除ではなく向き合う生き方です。今あ
る状況や人間関係…神様の前で考えるのです。私達
が本当の姿に戻ることこそが人生の中心です。愛と
みことばに根差し、神様の人生を一緒に生きること
を求めて選びましょう。そしてイエス様のように受
ける人から与える人になっていきましょう。

「必要の双方向性」
～生きていますか？～　                                                             Ⅰコリント３：９－２３


